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講 演 要 旨
演題 : 骨粗鬆症とロコモティブシンドロー
ム ─ 身近な高齢者の寝たきりを防ぐ処方箋 ─
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意見欄には，「骨粗鬆症と骨折の関係，予防の
大切さを知った」とか「高齢になってから腰痛
にならないための予防法を知りたい」「市の検
診に高齢者の骨粗鬆症検診も入れてほしい」な
ど，骨折の予防について関心が高いことが察せ
られました．「分かりづらい・難しい」という
感想はなく，専門用語を避けて分かり易い講演
に努めたことが報われたようで嬉しかったで
す．
今後もこのような講演を通し，高齢の方々に
骨粗鬆症の検査・治療を受けて頂くきっかけを
作っていければと存じます．こうしたきっかけ
の積み重ねが，地域の骨粗鬆症性骨折の発症率
減少につながっていくものと信じております．
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